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7.8. 葉 た森林 に る 間線 の モ タリン  

 

（ ） 的 

福島 山 の森林 にて、2011 年 9～10 月に林 の 葉・ ・ の に る

た（林野 、2011）。 モ タリン では、 の 後の森

林 に る 1m の 間線 の経 変化を している。 は森林タイ

（ 葉 林 葉 葉 林）ごとに 、 の後、 の森林に いて林

間線 の測定を し、10 年 と た。 の の 的は、森林タイ に る

間線 の推 の違い（ 間線 の 度の違い）を る とで る。 年度は 7 月

と 12 月に、森林 に る 定 （定 ） トに る 間線 測

定を たので、 の結果を する。 

 

（ ） と の  

モ タリン は、福島 山 に る福島 林 研究センター 野 林

（37°23’N  140°15’E） の 葉 林と 葉 葉 林で した。 の 林は 360 

～420 m の に して （図 7.8.-1）、 ギ・ ノキ 林 葉 葉 林

ている。 た 林 の の ～ に ては、ア マツと 葉 して

いる。 東に 10 km た福島 林 研究センターで測定 た年 は

12.0°C、年 は 1,089 mm で た（福島 林 研究センター、2019）。 、 モ

タリン の結果では、2011 年 8 月 に る の の 間線 は 0.5～1.0 μSv/h、

Cs-134 Cs-137 の 計 は 100～300 kBq/m2 で た（文 、2011）。 

図 7.8.-1 野 林 トの

図 の は 葉・ を た トを、 は 間線 の測定 O 葉

トの 、V 葉 、J 葉 トの 、M 葉

を表す。
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野 林の を図 7.8.-2 に示した（ に ）。 トは、 林

の 葉 林と 葉 葉 林 の林 に 定 た。2011 年 9 月～10 月の間に、20 

m×20 m の林 の 葉 （ 葉・ ）と 生を する 、

に る 間線 の の 度 に する の

（林野 、2011）、森林に る放射性 の に関する 的 として 表 た

（林野 、2012）。 トの 成 種は、 葉 林は ギと ノキで 、 葉

葉 林ではコ ラと ラ を 体にア マツ する。 葉 林の ト

の には、ア マツ する 葉 葉 林 して 、 は 森林に

る 成 種と ている。 

間線 の測定には NaI(Tl)シン レーシ ン ー イ ータ（ ア デ ル

、TCS-172B）を 用し、 の 1m に る 間線 を測定した。 の 、

ー イ ータの 定数を 10s に 定し、測定開 30～40 経 後（ 定数の 3

の 間 経 後）に測定 の 取 を開 した。2011 年 10 月 14 2012 年 9 月 20

の測定 では、 の を した 1 取 を、 は 10 の間 で

3 取 た の を に 用した。 

林 での 間線 測定は、 じめ 定した （定 ）で た。定 は 葉

林と 葉 林の ト と トの に している（図 7.8.-1）。 の定

測定に て 葉 の に る林 間線 の比 を た。 た、

トを 2 m×2 m の に し、 の 1m に る 間線 測

定を とで、 ト の線 を測定した。 

 

（ ）結果と 察 

除去プロット内の空間線量率は、落葉と下草の除去によって、常緑針葉樹林内では除去前の約

7 割（除去前は 0.77 µSv/h、除去後は 0.57 µSv/h）まで、落葉広葉樹林内では約 6 割（除去前は

1.22 µSv/h、除去後は 0.77 µSv/h）まで減少した（林野庁、2011）。その後の定点における空間線量

図 7.8.-2 野 林 の 葉 林（ ギ・ ノキ林）（ ） 葉 葉 林（コ

ラ、 ラ ）（ ）の （ に ）
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率のモニタリングは 2011 年 10 月より継続して行った。図 7.8.-3 は常緑針葉樹林内および落葉広

葉樹林内における除去プロットの中心地点（それぞれ O 点と J 点）と各プロット周辺に位置する定

点（V 点と M 点）における空間線量率の経時変化である（大谷ら、2013）。森林内の空間線量率は

わずかな変動は見られるが、どの定点においても時間経過にともない減少していく傾向であった。

2012 年 2 月と 12 月にみられる急激な空間線量率の低下は積雪の影響である。2017 年 11 月、

2019 年 11 月や 2020 年 12 月の測定値は、直前の測定値よりもわずかに大きくなっていたが、これ

らは変動の範囲内だと思われる。 

落葉等の除去プロットと無処理箇所の空間線量率を比較すると、モニタリングの開始から 2020

年 12 月まで約 9 年が経過したが、常緑針葉樹林、落葉広葉樹林の各除去プロットにおける空間

線量率は、その周辺の無処理箇所の空間線量率より低い状態が続いているため、落葉や下草の

除去による除染の効果が 9 年経過後の現在も継続しているといえる。除去プロットと無処理箇所の

空間線量率の差は、針葉樹林内、落葉広葉樹林内ともに、除去直後より小さくなってきており、除

去直後は 0.23～0.26 µSv/h の差があったが、現在は 0.04~0.05 µSv/h 程度となっており、最近 3 年

間は変化していなかった。つぎに針葉樹林内と広葉樹林内の空間線量率を比較すると、2015 年

頃までは除去プロット、無処理箇所ともに時間とともにその差が小さくなっていき、2020 年度では森

林タイプによる差は 0.00～0.02 µSv/h となり、ほとんど差は見られなくなった。モニタリング開始時に

は、除去プロット・無処理箇所とも針葉樹林内の空間線量率のほうが落葉広葉樹林内よりも低かっ

たことから、空間線量率の低下速度が常緑針葉樹林で遅く、落葉広葉樹林で速かったことが分か

る。2016 年度以降は、常緑針葉樹林の線量率低下速度は落葉樹林のそれとほぼ同じであった。 

 

図 7.8.-3 林 の 葉 後の 間線 の経 変化 

は測定 、 は 2011 年 1 月 1 の 数 
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図 7.8.-4 葉 林 と 葉 葉 林 の 間線 の経 変化と放射性セシウムの

的 期 推定した 間線 の （ 線） 

線は の 測定 を に、事故 を 2011 年 3 月 15 、 放射線 を 0.05 µSv/h

として計 した。 

 

図 7.8.-4 に、放射性セシウム（Cs-134 と Cs-137）の物理的 期 推定 る 間線

の （ 線）と 測 の経 変化を示した。 の 間は原 発 事故（2011 年

3 月 15 とした） の経 間（年）で表している。 の 線は、 の測

定 を に、 放射線 （ ランド ）を 0.05 µSv/h と仮定して、計算したもので

ある。 

常緑針葉樹林内の事故後数年間の空間線量率は、積雪による一時的な低下を除き、減衰曲線

よりも大きな値であることが多かったことからも、線量率の低下速度が遅かったことがわかる。無処
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理箇所では約 3 年経過後までの空間線量率は減衰曲線よりも大きく、4～6 年目では、ほぼ減衰曲

線に沿った変化傾向がみられ、7年目以降は減衰曲線よりも少し低い値で推移していた。除去プロ

ットでは、6 年経過以降、つまり 2017 年度になってから、減衰曲線から推定された空間線量率とほ

ぼ同じ値になっており、この傾向は 2020 年度現在も継続していた。一方、落葉広葉樹林内での空

間線量率の実測値は、減衰曲線より小さいことが多く、無処理箇所では 1 年経過以降、除去プロッ

トにおいても 2.5 年経過以降の線量率が減衰曲線より小さくなっていた。 

常緑針葉樹林内では事故当時、 に 放射性セシウム したため、 の後の

葉 に て 林 に たと 、 の結果、林 間線 の

度 葉 葉 林 た のと る。 の は 事 に る の

葉 林 で ている（ 、2015）。 

 

図 7.8.-5 に、除去プロット（20 m×20 m）を 2 m×2 m 格子に区切り、各格子点上 1m の高さにおい

図 7.8.-5 トに る 間線 の （ 対 ）

トの （2 m×2 m ）での 大測定 に対する で表示。
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て測定した空間線量率の分布を、プロット格子点上の最大値に対する割合で図示した（格子点の

最大値は外縁の格子で生じていた）。除去処理直後（2011 年 10 月）は、常緑針葉樹林、落葉広葉

樹林ともに、除去プロット内側の空間線量率はプロット外縁の線量率よりも低くなっていた（相対値

が小さい）。プロットの中心付近の空間線量率が低くなり、プロット外縁に向かって空間線量率が大

きくなる傾向がはっきりしていた。除去処理から約 9 年経過した 2020 年 12 月の空間線量率分布

をみると、針葉樹林では除去プロットの中心に向かって現れていた線量率の低下ははっきりしてい

ない。この傾向は 2015 年春の時点ですでに現れており、かなり早い段階でより空間線量率の低下

を示す領域（緑～青色領域）が狭くなっていたと考えられる。一方、落葉広葉樹林では空間線量率

の低下を示す領域が、常緑針葉樹林に比べて、まだ広く残っていた。このような結果は、上述した

常緑針葉樹林における放射性セシウムの落葉等による林床への再供給によって生じたものと考え

られる。常緑針葉樹林内の除去プロット内では相対値が 0.8~1.0、落葉広葉樹林内では 0.7～0.9

の範囲であり、この傾向もここ数年間変わっていない。 

モ タリン を開 した は、林 の 葉 を した後に林 間線

した に いて、放射性 の に 間線 する とを

していた 、9 年経 した後 トの林 間線 は の 間線

い と め た。 、森林 の として、事故後、 い で

葉・ ・ を する とは、 間線 を一 的に大 るために

で 、 の 果は 間とと に てはい のの、10 年 度の期間は す

る と と た。 

、 モ タリン は、 間線 事故直後 い た と、

度 した と 年での大 変化は い と、 葉・ ・ の

（ ）の 果と の 間 で た と 年度を て とする。 

 

引用文献 
福島 林 研究センター（2019） 野 林第 7 経 計  

直 （2015）東 福島第一原発事故後の森林に る 間線 の 4 年間の変

化、森林 、57、101-107 

文 （2011）文 に る福島 の モ タリン の測定結果に いて  

大 一 （2013）森林 で測定した放射線 の経 変化 葉 2 年間の測

定結果 、東 森林 第 18 大 集、76 

林野 （2011） レ リリー 森林 結果に いて（第 ）、（ ）森林の

（ ・ 葉の ）に いて、 

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/hozen/pdf/111227_1-01.pdf（ ：2019 年 1 月 15 ） 

林野 （2012） 葉 に る の  森林に る放射性 の

に関する 的 （ ）、18-20  
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7.9. 生生 の放射性セシウム  

 

（ ） 的  

2011 年 3 月の福島第一原発の事故に 、 種の放射性 した。放射性セシウ

ムは 葉 表 に集 して 期間 る と ている。

に とに て、 の生 に を し、 いてはヤマ イワ

放射性セシウムに るため、 間の 生 に 。 では、 の

で る 生 ・ ・リター・シルトに いて、 での放射 の を

する とを 的とした。 

 

（ ）  

2020 年 6 月、9 月、福島 の 3 （ ：37.38N 140.73E、 1：37.28N 

140.81E、 2：37.27N 140.81E）の に いて、 ・リター・シルトの採集を

た。 生 の採集は 2020 年 6 月に た。 は、石の表 に いている に る

を取 、表 を に で た後、石に している を採集し、

にて 結 の後、放射性セシウム濃度を測定した。リターは、 に る に引

ているリターを で して 、 にて の後、放射性セシウム濃度を

測定した。シルトに いては、 に する の を 、 にて の後 るい

に （ 2 mm）、放射性セシウム濃度を測定した。測定には、 ルマ ウム 体検

を用い、Cs-134、Cs-137 の放射性 濃度の測定を た。測定 間は 定する で

い、 ・ 生 は 大 24 間、リターとシルトは 大 2 間とした。 

 

（ ）結果 察 

・ 1・ 2 に る の Cs-134 Cs-137 の測定結果の

を表に示す。 

表 7.9.-1 シルト・リター・ ・フタ モン ウ・マ ラ ウに る Cs-134

Cs-137 の  

  Cs-134（Bq/kg）  Cs-137（Bq/kg） 

   1 2   1 2 

シルト  4 9 20  69 173 390 

リター  - - -  260 624 880 

  - - -  96 599 381 

フタ モン ウ  - - -  516 229 783 

マ ラ ウ  - - -  42 131 78 

-：検  
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の結果を、 でに採集した の放射性セシウム濃度の （第 8 3.12 を

）と比 すると、 と ている 、 の で る。 生 はイワ

ヤマ の と ている。 た 生 は に た る 葉と

で生 する を にした を 用している。 生生 の放射性セシウム濃度

ているとい とは、 の濃度 てい と る。 
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7.10. 野生山菜の放射性セシウム 

 

（ ） 的 

野生山菜 の放射性セシウム濃度は 大 、生 の放射性セシウム

では で 、経年変化 一 では い。 の的 で る と 、放

射性セシウム（Cs-137）濃度の経年変化を 2012～2016 年度に福島 で た個体（群）

（清野・赤間 2018）の 、生 的 の に した 9 種、20 個体を 、

原 的に 一個体（群） を採取して、種ごとの Cs-137 濃度の 新の変化を

にした。 、 的 期 2 年の Cs-134 は、 期的には放射 の い

ため、 では対 とした。 

 

（ ）  

2020 年 8 月に福島 三ツ石、金山 福島 大玉 でコシアブラ 5、タラノキ

2、フキ 3、ヨモギ 2、ゼンマイ 3、イタドリ 1、ヤマドリゼンマイ 2、ウド 1、ワラビ 1 個

体 展開した 年茎葉を採取した。 一個体（群） 採取した 、 に て

個体の で い には近 に生 している個体を新た の対 とした（2019

年度 金山のウド、2020 年度 大玉のタラノキ）。検体は で 75℃、48

間 で 、 を測 た後、U-8 （ 100mL） 0.7 L マリ リ に

、 ルマ ウム 体検 で Cs-137 濃度を求めた。検体 2012～2016 年度は新芽で

たので、 の経 に る研究 に いて取 したデータで に作成した展開茎葉/新

芽 Cs-137 濃度比（表 7.10.-1）を用い、8 月採取の検体濃度 2020 年度の新芽濃度を推

定して比 した。Cs-137 濃度は 2016 年 9 月 1 を に した。 、 の

に 近 を し、 野生山菜の を い、

の を ンデ GPS に 取 、 した。 

 

（ ）結果 察 

野生山菜の新芽の Cs-137 濃度は、 の種、個体で 2016 年度 での経年的

2016～2020 年度の間 いている と た。 た、 では濃度の経年的

で たワラビで 濃度の た。一 、2019 年度の で一 濃

度の たコシアブラ ヤマドリゼンマイでは、 年度は する個体

た 、2019 年度 では経年的 ていたイタドリ していた（図

7.10.-1）。大玉の山菜は の い で推 していた 、タラノキに いては三ツ

石の個体 大玉の個体と 度 る に て ている。 

の に、野生山菜の放射性セシウム濃度は、一 の種では経年変化の 近年変

化している で 、 の に観察の で る。 
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表 7.10.-1  野生山菜 9 種の展開茎葉/新芽 Cs-137 濃度比 

 
2012～2019 年度採取検体で作成。個体（群）ごとに求めた比を種ごとに集計。 

 

 

図 7.10.-1  野生山菜 9 種の新芽 Cs-137 濃度の経年変化 

シンボルは観察個体（群）の違いを示す。赤：三ツ石、黒：金山、青：大玉。2012〜2016 年度

は春に採取した観測結果、2019〜2020 年度は 8 月に採取した観測データを元に展開茎葉/新芽

 

引用文献 
清野嘉之・赤間亮夫（2018）野生山菜の放射性セシウム濃度：福島第一原発事故後の経年的

トレンド. 関東森林研究 69-1:109–110 

  

Mean SD n
コシアブラ 0.65 0.23 16
タラノキ 0.56 0.24 7
フキ 2.25 1.25 14
ヨモギ 1.62 0.92 4
ゼンマイ 0.58 0.24 7
イタドリ 0.37 0.24 6
ヤマドリゼンマイ 0.44 0.21 4
ウド 0.37 0.18 2
ワラビ 0.65 0.05 2

種名
展開茎葉/新芽

137Cs濃度比

Cs-137 濃度比で推定した結果を用いている。直線は観察期間を通じた濃度変化の対数近似線。 
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7.11. Ⅰを する放射性セシウム  

 

（ ） 的 

での Ⅰ（森林 放射性 ） た結果を 一 化する

ため、2011 年度 2016 年度 で を していた福島 の ギ林（林野 , 

2017 文献 1）の と に る放射性セシウムの を した。 

 

（ ） の  

2011 年度 2016 年度 で 年 を ていた （福島

： 森林 山 林 1003 林 1、 5 ）の ギ林

を した（図 7.11.-1）。 は原発 134 km に し、47 年生の ギ林で る。 

 

（ ）  

2011 年度 2016 年度 で していた と じ に 30 m×70 m の トを作

成し、 Ⅰに じて 間線 を測定、 、 、林 生、 葉 の

採取、 、放射性セシウム濃度測定を た。 （ ギ 3 ）は 2020 年

9 月 14 ～15 、 間線 の測定と 葉 の採取は 2020 年 9 月 10 に

た。放射性セシウム濃度（Cs-134 + Cs-137）は 2020 年 9 月 1 を として し

た。 た、比 に用いた 2011～2016 年度の は 年の 9 月 1 を としている。Cs-

134 検 の は Ⅰと 、2011 年 3 月 15 の Cs-134 濃度と Cs-137 濃度

の比を 1：1 とし（Buesseler et al., 2011 文献 2）、 的 期を用いた に

的 推定 、計 た Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を用いて、 年 9 月 1

の Cs-137 濃度 Cs-134 濃度を推定した。 

 

 

図 7.11.-1 に る 。 図（ ）を して作成。 
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（ ）結果 察 

林 の 間線 は、 1 m で 0.07 μSv/h、 10 cm で 0.08 μSv/h（n = 32）

で 、 を た 2016 年度の測定 0.01 μSv/h した。し し、

間線 測定の 0.01～0.02 μSv/h で る とを すると、 間線 の は

と 変化して 、 林 の 間線 は事故 のレ ルに

したと る。 

の放射性セシウム濃度の を ると、2020 年度の 葉、 、 の放射性セ

シウム濃度は を た 2016 年度の測定結果 濃度 していた（図 7.11.-

2）。葉 では 2011 年度 年濃度 して 、2020 年度 の して

いた。 の放射性セシウム濃度に いて 、2011 年度 る 、 葉

と比 すると に濃度 している と た。一 、 の放射性セシウム濃

度には の は た。 で、2020 年度の Ⅰの の ギ林

（三ツ石、金山、大玉）の 結果と比 すると、 の の放射性セシウム濃

度では、 い濃度を示す とは ての で 通で た。 

の葉の放射性セシウム濃度は 0.064 kBq/kg、 は 0.012 kBq/kg で 、葉の濃度の

た。林 生の放射性セシウム濃度は 0.24 kBq/kg で 、 の葉

い を示した。 

2020 年度の 葉 の濃度は、 して し、 0-5 cm の濃度

していた。 5 cm の の放射性セシウム濃度に いて 、 し

ていた。 葉 では、2011 年度 2015 年度に て の で い放射性セ

シウム濃度を示した 、 間の経 とと に濃度 していた。一 、 0-5 cm では

に濃度 し、2016 年度には 0-5 cm の で い放射性セシウム濃

度で た。2020 年度の 0-5 cm の放射性セシウム濃度 、2016 年度と 、 の

で い放射性セシウム濃度を示した。 の 0-5 cm 濃度 いとい

結果は、 Ⅰの三ツ石 大玉の ギ林 と じで る。一 、 Ⅰの

金山 ギ林では、 葉 の で い を示して 、 に て の

違い 生じた を にするための を する る。 

2011 年度 2014 年度 での放射性セシウム の は、葉、 、 、 葉

で し、 で する た（図 7.11.-3、表 7.11.-1）。2015 年度

の た 、2014 年度 と比 すると の変化は い ので た。

た、森林に した放射性セシウムの 9 に している と た。

2020 年度の Ⅰの の ギ林 の放射性セシウム と比 すると、 ての

ギ林で放射性セシウムの 9 葉 に しているとい 通して

いた。 

の 年度の 結果の に いて に とめると、 ）原発事故後 期 と比

し、 の ギ林では の放射性セシウム濃度 に 、 ）森林 での
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放射性セシウム の を た 2016 年度 と 変化して 、

定している と た。 

 

文献 

1  林野 （2017） 成 28 年度  森林 の放射性 の 結果に いて

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/jyosen/H28_jittaihaaku_kekka.html 

2  Buesseler K, Aoyama M, Fukasawa M (2011) Impacts of the Fukushima Nuclear Power Plants on 
marine radioactivity. Environmental Science & Technology45：9931-9935 
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図 7.11.-2 ギ林に る の放射性セシウム濃度 

と は と を表す。 の （kBq/kg、 数 2 ）

を の に示し、 年度の測定結果は青文 で表 した。 
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図 7.11.-3 ギ林の放射性セシウム の  

に放射性セシウムの た の 計（± ）を示した。（ ）2015 年度

の 結果は 。 

 

表 7.11.-1 2011～2020 年度に る ギ林 の放射性セシウム の

 

 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

葉, 枝 17%, 4% 6%, 3% 3%, 2% 0.7%, 0.9% 1%, 0.7% 0.3%, 0.5% - - - 0.1%, 0.1% 

樹皮 2% 0.8% 0.4% 1% 0.3% 0.3% - - - 0.2% 

材 0.4% 0.2% 1% 0.2% 0.2% 0.2% - - - 0.3% 

落葉層 40% 18% 20% 11% 19% 8% - - - 7% 

土壌 37% 72% 73% 86% 78% 91% - - - 92% 

 

  

 2011 2012 2013 2014 … 2016 … 2020 

ギ
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19±5 
kBq/m2 

 

23±11 
kBq/m2 
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7.12. の放射性セシウム濃度 の  

 

（ ） 的  

に る放射性セシウム（Cs-137）濃度の の は 一で 、 に

の ターンは 一 種の個体間、 には 一個体 の の （ 直 ）に

て る と て た（Ohashi et al. 2014, Ogawa et al. 2016, Ohashi et al. 2020）。

個体間 個体 の ターンの違いは、 の直 の違いに て生じて

いる で 、 の直 大 い 、 た の い 、 の Cs-137

濃度は に て る る（Ohashi et al. 2020）。し し、 間の経 とと

に （ 近）の Cs-137 濃度 と 度に で する と 示 て

いる と （Ogawa et al. 2016）、 の Cs-137 の に する で Cs-137

の の （ の Cs-137 濃度 する） 性 る。 間の経 と

と に Cs-137 の の を める とは、 の の Cs-137

を に 通す で に で る。 

2014 年度に を た では、三ツ石 ギでは の Cs-137 濃度は と

度で た 、金山 ギ 金山 ラマツでは の Cs-137 濃度は に比

て 1/10 度と に た（Ohashi et al. 2020; 図 7.12.-1）。 では、2014 年度の

個体と 一 の 度の イ の個体に いて Cs-137 濃度の を 、

の 6 年間で Cs-137 の の を にする とを 的とし

た。 

 

（ ）  

三ツ石 ギ、金山 ギ 金山 ラマツを 2 個体 し、 を 1 m

採取した。 は を として 2 cm に した。 の で

1 cm の 生じた は する に め、 1 cm 2 cm

の 生じた は した として た。 た、 ギでは と の間の

（ 線 ） で 1 cm 度 たため、 を した として た。

した は ン ルで し、 で た後、マリ リ に

した。 の Cs-137 濃度（105℃ ー 、 2020 年 9 月 1 ）は、

ルマ ウム 体検 を用いた ンマ線 ト トリ に て求めた。 

 

（ ）結果 察 

の Cs-137 濃度は、三ツ石 ギ 金山 ギでは し は に い

て、金山 ラマツでは に いて た（図 7.12.-2）。2014 年度の では、三ツ

石 ギ 金山 ラマツに いては の結果で た 、金山 ギに いては Cs-137 濃

度は し は に いて たため（図 7.12.-1）、金山 ギでは の 6 年間
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で の Cs-137 濃度 対的に た と る。 の結果は、 Ⅰで

ている 2014 年度 の の Cs-137 濃度は三ツ石 ギでは変化 し、金山 ギでは

とい 結果と一 する。 

の Cs-137 濃度 は、三ツ石 ギでは 2014 年度と に、 に

て 一 、 で いとい ターンで た。一 、金山 ギ 金山 ラマ

ツでは、2014 年度は の Cs-137 濃度は の 1/10 度と に た 、

2020 年度は 直 比 的 い個体では と 度で た。 直 比

的大 い個体では、 として のCs-137濃度は の1/3～1/2 度と い 、

2014 年度 1/10 度で た とを ると、 たと る。 

の結果は、金山 ギでは 2014 年度 2020 年度に て Cs-137 の

の 、 に で の とを示 して

いる。金山 ラマツで の と る。一 、三ツ

石 ギでは 2014 年度の で に の Cs-137 に ていたと る

。金山 ギ 金山 ラマツで 、 直 比 的 い個体に いては、2020 年

度の で の Cs-137 に近 ている と る。金山 ギ

金山 ラマツの 直 比 的大 い個体では、2020 年度 引

の （ の Cs-137 濃度 する） 性 るため、 後

の Cs-137 を する る。 

 

 

文献 

1. Ohashi, S., Okada, N., Tanaka, A., Nakai, W., Takano, S. (2014) Radial and vertical distributions of 

radiocesium in tree stems of Pinus densiflora and Quercus serrata 1.5 y after the Fukushima 

nuclear disaster. Journal of Environmental Radioactivity, 134:54–60. 

2. Ogawa, H., Hirano, Y., Igei, S., Yokota, K., Arai, S., Ito, H., Kumata, A., Yoshida, H. (2016) Changes 

in the distribution of radiocesium in the wood of Japanese cedar trees from 2011 to 2013. Journal 

of Environmental Radioactivity, 161:51–57. 

3. Ohashi, S., Kuroda, K., Fujiwara, T., Takano, T. (2020) Tracing radioactive cesium in stem wood of 

three Japanese conifer species 3 years after the Fukushima Dai‑ichi Nuclear Power Plant accident. 

Journal of Wood Science, 66:44. 

  



127 
 

 

図 7.12.-1 2014 年度 の ギ ラマツの （ 1 m）に る Cs-137 濃度

の （Ohashi et al. 2020 の Fig. 2 を 変） 
線は 、 線 の は 、ND は 検 （検 ）を示す。 

 

 

図 7.12.-2 2020 年度 の ギ ラマツの （ 1 m）に る Cs-137 濃度

の  
線は 、 線 の は を示す。 
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7.13. 放射性セシウム い の 表 の の  

 

（ ） 的  

福島 東 の 山 は、 てはシイタ 原 として用い るコ ラの一大

で 、原 林 は る林 として成 していた。コ ラの は と る 生

との 生体に て 、 の は と ている。 を

するのは で 、コ ラの は を 取 ている。

には の を作る の い 、 の の放射性セシウム濃度は の の

い と い。 は した放射性セシウムをコ ラに してし と

ている 、 の は の種 に る。 

の種 は に 、 表の の を る。 のため では、

採 で通 の を た と 度に した とで を比 し、コ

ラの放射性セシウム（Cs-137） を するのに した 表 を にする とを

的とした。 

 

（ ）  

の 700 m 後の原 コ ラ林で、森林 に ル 用

として た と通 の と 林 た林 を として 用した。

は 後に 表の と を い、林 に に する とに て

、 た に 2-3 m に 1 m 度のコ ラ てい

た。 

用の は、 とは のコン を した。2018 年 に森林 研 で採

取したコ ラ果 JFR-150 コン で 1 年間 成した 10-15 cm 度の のを用い

た。 には 720 m に 2 、660 m に 1 の ブ トを 、 20

、 計 60 を した。 は 720 m 7 月 17 、660 m 8 月 11 で る。

ブ トは 10×20 m とし、 を 度 とした。 度 に いては

を する の 1 m に いて と A を 取 、

の に 。対 は 線に て して た。 

、 の 採 てい い林 に いて、 の発生 を た。 

 

（ ）結果 察 

用に したコ ラの は、12 月 3 の に 720 m 近の 2 の ブ

トの個体 て していた。コン の 、引 て を

たと 、 イノシシに る と推定 た。 た、 を てい た

660 m 近の ブ トでは、 した の を た対 の

のは 10 月 22 の で て していた。一 で 度 には生 る個体
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た。JFA-150 コン で 成したコ ラ 1 年生 生は、 の には て 度発

芽する 、 ボウ の に を しているためイノシシ を いたと

る。 た、660 m の対 での は、コン では イ いため

定する A ・B に いてい た、 たは した に を た

ためでは い と る。 

を していると る 性 の に いては、6, 7, 8, 10 月に を

た 、 2 年は の 林で めて 作で 、 では 性 の

の発生 と た。 を の 推定するのには る

と 、 直 した DNA に る推定を と しい。 

 

図 7.13.-1 図 7.13.-1 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.13.-2, 3 の 採林 で発生した タ (Russula sp.) 性 の 、

イコ タ 、 シ ツ。と に の した林 で る。 で

は観察 た。 
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7.14. に する の放射性セシウム濃度 

 

（ ） 的  

放射性セシウムの 森林 にと 、森林 に する放射性セシウム

は に い と て た。一 で、 数年、 化に に大

で発生して 、福島 で 、 元年 19 では 300mm を る大 と

た。 した に て放射性セシウム 森林 する とを に

ている い。 の 濃度の変 に いては の集 る 、

放射性セシウム濃度に関する は い。 で、 研究では に する

の放射性セシウム濃度の を にする とを 的とした。た し、結果として大

たため、 の放射性セシウム濃度と との関 に いて検 した。 

 

（ ）  

は 石 の の で た。 は、

3.79 ha、 290～390 m、 は黒 （ の に関東 ーム ）、林 は

にコ ラを とする 葉 林、 は ギ、 ノキ 林で る（森林 研究

2021）。 は、 近の の に した、 ンレ の （

20 cm、 10 cm、 5 cm）に た のを、2020 年 4 月 14 月 1 の 度

で した。研究 に 、2000 µm、212 µm、63 µm の を用いて で を

し 、 で を した。 、 を を を するため、

化 に る キ タリン トリウム の は してい

い。75℃で 24 間 て （ 2～15 ）を測定した後、 を U-8

に め、 ルマ ウム 体検 を用いて Cs-137 濃度を測定した。 

 

（ ）結果 察 

の Cs-137 濃度は、 ごとに違い た（図 7.14.-1）。2000 µm と 2000

～212 µm の Cs-137 濃度は 100 Bq/kg を る と た。212～63 µm の Cs-137 濃度

は 200～400 Bq/kg を、63µm の Cs-137 濃度は 400～900 Bq/kg を示した。

の る 、Cs-137 濃度 い 6 の に 通していた。セ

シウムは ー キ ライト の に るフレイドウ イトに に

定 る と て 、 Cs-137 濃度 たと る。 

年度、大 の 近 たため、大 の を採集する

と で た。大 に る の Cs-137 濃度の変 性を

にするため観測を する る。 
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森林 研究 （2021）森林 データ ー  
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図 7.14.-1 森林 する の の Cs-137 濃度の変化 
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